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諸

国

巡

見

使

制

度

に

つ
し、

て

幕

府

政

治

と

の

関

連

を

中

心

に

は

じ

め

に

江
戸
幕
府
は
幕
落
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
大
名
統
制
政
策
に
つ

い
て

特
に
意
を
注
ぎ
、
「
巡
見
使
」
制
度
な
る
も
の
を
設
け
、
諸
大
名
の
政
道
を

査
察
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
巡
見
使
」
と
一
口
に
言
っ

て
も
、
大
別
す
る
と
「
御
料
巡

見
使
」
・
「
諸
国
巡
見
使
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
る
。「御

料
巡
見
使
」
は
、

全
国
の
天
領
に
江
戸
時
代
中
期
頃
ま
で
は
随
時
派

（

1
） 

遣
せ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
巡
見
使
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
諸
国
巡
見

使
」
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
巡
見
使
で
あ
り
、
将
軍
の
代

替
り
ご
と
に
（
そ
れ
は
五
代
将
軍
綱
吉
以
後
に
当
該
す
る
が
）
全
国
の
私

領
・
天
領
に

一
様
に
派
遣
せ
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ

っ
た
。

従
来
、
こ
の
諸
国
巡
見
使
に
関
す
る
論
文
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
ほ
と

（

2
） 

ん
ど
が
巡
見
先
の
史
料
紹
介
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
幕
府
の
制

度
と
し
て
の
諸
国
巡
丸
使
に
つ
い
て
奴
っ
た
論
文
は
決
し
て
多
く
あ
る
と
い

諸
国
巡
見
使
制
度
に
つ
い
て

（馬
場
）

馬

場

室田
ω

（

3
） 

う
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
少
な
い
研
究
論
文
の
中
で
諸
国
巡
見
使
の
果
し
た
役
割
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
論
文
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
諸
国
巡
見
使
派
遣
が
幕
府
の

政
策
の
中
に
如
何
に
反
映
し
た
か
。

す
な
わ
ち
幕
府
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ

る
時
々
の
政
治
の
中
で
、
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
と
実
際
の
政
治
と
の
つ
な
が

り
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
や
、
江
戸
幕
府
の
中
の
諸
国

巡
見
使
制
度
の
位
置
づ
け
と
い
う
問
題
を
等
閑
に
し
て
論
じ
て
い
た
き
ら
い

が
あ
る
。

つ
ま
り
、
今
日
ま
で
の
諸
国
巡
見
使
に
関
す
る
研
究
上
の
欠
点
と
も
言
う

べ
き
も
の
は
、
諸
国
巡
見
使
が
現
実
の
幕
府
政
治
を
無
視
し
た
形
で
の
制
度

史
的
方
面
か
ら
の
み
追
求
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
と
現
実
の

幕
府
政
治
と
の
関
連
が
明
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
為
、
本
稿
に
於
て
は
、
江
戸
幕
府
の
諸
国
巡
見
使
の
制
度
と
し
て
の

確
立
と
そ
の
制
度
の
終
民
、
及
び
そ
の
初
期
に
於
け
る
派
遣
の
目
的
・
結
果

を
通
し
て
諸
国
巡
見
使
派
遣
と
笑
際
の
幕
府
政
治
と
の
関
連
に
つ
い
て
述

べ
、
併
せ
て
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
役
割

・
芯
義
に
つ
い
て
考
え
て
行
く
こ
と

五
五
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法
政
巾
〜
下

清
二
十
四
ロ
ヅ

に
す
る

制
度
の
確
立

市
同
巡
見
使
ぽ
江
戸
時
代
二
六
ペ
ゾ
余
年
の
閣
に

（

4
） 

寛
水
十
へ
一
六
一
三
二
）
年
一
月
六
日

（

5
〕

寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
悶
二
月
二
十
八
日

（

6
） 

天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
三
月
一
日（

7
） 

宝
永
七
（
一
七
一

O
）
年
三
月
一
日（

8
） 

卒
保
元
（

一
七

一
六
）
年
九
月
一
日

（

9
） 

延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
一
月
十
五
日（

m） 

宝
暦
十
（
一
七
六

O
）
年
八
月
二
十
八
日

（口）

天
明
入
へ
一
七
八
八
）
年
四
月
一
日

（ロ）

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
二
月
十
九
日

の
各
年
度
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
派
遣
回
数
は
全
部
で
九
回
で
あ
っ

た。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
諸
問
巡
見
使
の
制
度
と
し
て
の
確
立
で
あ
る
が
、
そ
の

一
派
遣
の
初
め
が
寛
永
十
（
一
六
一二
三
）
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め

に
、
諸
国
巡
見
使
制
度
の
確
立
も
、
こ
の
寛
永
十
年
の
派
遣
時
か
ら
の
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し、

各
々
九
回
の
諸
国
巡
見
使
に
任
命
さ
れ
た
者
た
ち
の
派
遣
時
の

現
制
・
石
高
・
派
遣
地
を
見
て
行
く
と
、
寛
、
水
十
年
派
遣
の
場
合
と
他
の
八

回
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
と
は
、
派
遣
首
の
現
職
・
石
高
・
派
遣
地
の
点
で
大

変
元
異
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

正』ハ

す
な
わ
ち
、
寛
永
十
年
派
遣
の
場
合
は
、
他
の
年
一
頃
と
同
政
三
人
一
’
飢
で

指
定
の
派
遣
地
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
各
々
の
組
の
構
成
は
現
職
を

何
も
持
た
な
く
石
高
一
万
石
以
上
二
万
九
七
0
0石
以
下
の
大
名

一
名
と
、

現
職
が
使
番
・
書
院
番
（
或
は
小
姓
組
番
）
で
、
各
々
の
石
高
が
段
高
五
五

0
0石
、
回
以
低
二

O
O石
の
者
各
一
名
を
加
え
た
計
三
名
で
夫
々
の
組
は
構

成
さ
れ
て
い
る
（
表
∞
参
問
。
。
そ
し
て
、
他
の
派
遣
年
時
の
派
遣
者
の
組

構
成
が
、
か
な
ら
ず
使
番
・
書
院
番
・
小
姓
組
番
の
各
一
名
計
三
名
で
夫
々

の
石
高
が
最
高
三

0
0
0石
か
ら
最
低
五

O
O石
と
い
う
の
と
比
べ
る
と
非

常
に
対
照
的
で
あ
る
（
表
山

ωω
参
問
。
。

又
、
指
定
派
遣
地
も
、
寛
永
十
年
派
遣
の
場
合
は
全
国
を
六
つ
の
巡
見
区

域
に
分
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
派
遣
の
場
合
は

（日）

全
国
を
八
つ
の
巡
見
区
域
（
う
ち
二
つ
は
浦
々
の
巡
見
）
に
分
け
て
い
る

〈表

ω凶
参
照
〉
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
降
の
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
の
派
遣

時
か
ら
は
正
確
に
全
国
を
八
つ
の
巡
見
区
域
に
分
け
、
諸
国
巡
見
使
を
各
々

の
指
定
巡
見
区
域
へ
派
遣
し
て

い
て
（
表
問

ω参
照
）
、
指
定
派
遣
地
に
つ
い

て
も
寛
永
十
年
派
遣
の
場
合
は
他
の
派
遣
時
と
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
諸
問
巡
見
に
派
遣
さ
れ
た
者
た
ち
の
派
遣
時
に
於
げ
る
平
均
年
齢
も
、

寛
永
十
年
派
遣
の
場
合
は
凹
十
九
・
二
歳
と
な
り
、
他
の
派
遣
年
時
の
派
遣

（

M
H） 

者
平
均
年
齢
と
比
べ
て
四
つ
も
高
齢
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
以
上
述
。
へ
て
来
た
諸
国
巡
見
に
追
わ
さ
れ
る
者
た
ち
の
現

職
・
石
高
・
派
遣
地
、
さ
ら
に
平
均
年
帥
な
ど
の
点
か
ら
各
派
遣
年
時
を
比

較
し
て
く
る
と
、
諸
国
巡
見
使
が
制
度
と
し
て
確
立
し
た
の
は
、
明
ら
か
に

寛
文
七
年
の
派
遣
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
は
、
ち

ょ
う
ど
江
戸
幕
府
の
戦
国
的
職
制
、
所
謂

「
庄
屋
し
た
て
」
が
幕
落
体
制
に
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出
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能

市

柘

村
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分

大

松

諸
国
巡
見
使
制
度
に
つ
い
て
（
馬
場
）

派遣時年齢
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・

・
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摂
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i－
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f
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f
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－

－
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1
l
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1
i
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一

勝

泰

有

信

嘉

依

明
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康

定

円

以

綱

親

利

以

直

直

市

名
一

一

信

親

広

正

高

直

貞

芋

正

正

日

日

長

正

正

忠

隆

正

正

一

口

勝

口

堂

野

一

戸

山

葉

、

水

橋

斐

保

居

々

平

根

手
叫
一

一

高

堀

川

川

藤

堀

附

井

青
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徳

市

甲

神

烏

佐

松

中
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使番
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現

五
七

Hosei University Repository



法
政
史
学

［江戸より大坂に至る］

浦々の陸路

［西海道及び山陽道の］

国々の海辺 .J 

令

長

興

1支弁 rl:<.

伴 重

向井政

」 手
口

I司

表［3] 天和元（1681 ）年諸国巡見使一覧表

氏 名｜派遣 地 ！現 職 l石 高！派遣時年齢｜

有馬則故｜［武蔵・相模・伊豆・！ I 使 番 i 3000 石｜ 57 ! 

駒井親行｜［両野・両総 ｜｜書院番 ［ 悶 O石（ 39 

岡田苦紀｜（常陸・安房 j l 書院番 i 1200 石 1 31 

渡辺 均｜（三河・駿河・遠江・l I 使 番 ! 1000 石 l ？ 
宮 崎重 r;'i I I尾張・伊勢・伊賀・｜ （小姓組番 I 2000 石 1 36 

L甲・信・飛騨・美濃j l 小姓組番

久留島通貞｜（五議・紀伊・ ）｜使 番 r 1000 石！ 49 

猪飼正冬｜｜但馬・播磨・ ｜｜書院番 ｜ 日00 石｜ ？ 

永 田 重 種！ L丹波・丹後 J I 書院番 I 1200 石 i 37 

駒井昌勝｜｜阿波・讃岐・ I I 使 番 I 1s7o 石！ 47 

小田切直利｜｜淡路・土佐・ ｜ ｜小姓組番 I 1630 石｜ 32 

水野守重 Il伊予・二車 ) I 小 姓 組 番 I soo 石 1 43 

奥田忠信！｜大隅・日向・二筑・｜｜使 番 I 2soo 石［ 37 

戸川安成｜｜二肥・壱岐・対馬・ I I 書院番 1 1500 石； 32 

柴田康能 I l五島・薩摩 j l 小姓組番 I 1000 石 1 43 

高木定清＼ I因幡・伯者・隠岐・ I I 使 番 I 10 即石｜ 50 

服部貞治 i I出雲・石見・長門・｜ ｜小姓組番 I 1200 石 1 49 

佐橋佐成 iL周防・芸・美作三備J ｜小姓組番 I 1000 石｜ 30 

大関増公 II近江・若狭・ ｜｜使 番 I 1000 石｜ 41 

中根正武 I！加賀・能登・ I I 小姓組番 I 1000 石 l 45 

内藤忠広 I ，佐渡・三越 ) I 書院番 ! 1000 石｜ 29 

保田宗郷 II奥羽・松市I・ ｜｜使 番 I 3500 石 l 36 

佐々成泣 ll蝦夷 ｜｜小姓組番 I 10so 石 l ？ 
飯河信）｜国 I l J I 小姓組番 i 500 石｜ 47 

第
二
十
四
号

軍：l白：－K叫ド4f 

五
八1000 石

1200 石

750 石

1000 石

1000 石

1700 石

表〔4〕 宝永 7 (1710 ）年諸国巡見使一覧表

1 派遣地！現職！石

［（武蔵・相模・伊豆・l l 使 番 I 
l l両野・両総・ I i 小 姓 組 番

I L常陸・安房 j ｜書院番

｜｜三河・駿河・遠江・｜｜使 番

i l：~・伊勢・講~J i小姓組番
L甲・信・飛騨・美濃J ｜書院番

通

市

方

容

理

宗

氏名

角南国

永 田 直

木田正

梶正

田中忠

JI I ロエF
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1

0

8

7

9

2

1

5

2

9

5

9

9

5

8

6

5

1 

4

5

3

3

4

5

3

4

4

5

4

3

4

4

4

4

4

3 

1800 石

1700 石

700 石

2000 石

1500 石

1200 石

29:30 石

2000"11 

3030 石

1500 石

1050 石

75013 

1800 石

1020 石

1480-::f.i 

1200 石

llCO 石

1460 石

使番

小 姓 組 番

書院番

使~

i小姓組番

ょ＇I 院番

イ史 書

小 姓 組 番

)il ｝院番

使番

小姓組番

：；＇！－｝院番

使番

小 姓 組 番

書院番

使番

小姓担番

書院番

I I困｜幡・伯吉・隠岐・

l石見・長門・周防－

L安芸・美作・三備

！阿波・涜岐・

｜淡路・土佐－

L伊予・二塁

［大隅… 二肥・壱岐・対馬・

五島・陸序

［一伊但馬・ J番磨・

丹波・丹後

［近江・若狭・

加賀・能登－

l佐渡・三越

［奥羽松前
限1,4

増

昌

定

久

手

方

広

直

弘

信

旨

本

恒

清

勝

郷

如

治

正

氏

長

成

正

直

直

3
白

為

門

司

忠

守

端

為

勝

氏

正

川

煩

川

崎

切

屋

井

児

本

保

田

井

井

条

見

黒
山
石
市
内
宮
川
市
堀
相
士
、
水
伏
山
対
島
高
先
細
北
新

百
司
一
巡
見
頃
制
度
に
つ
い
て
（
馬
場
）

表〔 1 〕〔 2 〕〔 3 J[ 4 〕は「徳川実紀」 「新訂寛政重修諸家譜」により作成した。註

（日
v

適
合
的
な
職
制
に
改
変
さ
れ
る
時
期
に
あ
っ
て
お
り
、
幕
府
の
職
制
整
備
と

共
に
諸
国
巡
見
使
の
訓
度
も
、
こ
の
寛
文
七
年
の
派
遣
時
に
確
立
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。派

遣
の
自
的
と
そ
の
結
果

一一
＼

j
ノ一

寛
文
七
年
の
派
遣

／

f
t＼ 

は
じ
め
に
寛
文
七
年
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
目
的
に
つ
い
て
見
て
行
く
こ

と
に
す
る
。
そ
の
寛
文
七
年
の
諸
国
巡
見
使
の
出
発
前
に
幕
府
よ
り
諸
国
巡

見
使
に
出
さ
れ
た
「
党
」
に
よ
る
と
、

国
廻
衆
え
被
一
一
仰
渡
一
党

一
御
料
私
領
共
に
町
在
々
所
々
、
仕
置
善
悪
可
ν
被
v
承
之
事
、

一
き
り
し
た
ん
宗
門
之
仕
置
、
常
々
無
一
一
油
断
一
申
付
侯
哉
、
井
盗
賊
等

之
仕
置
其
所
々
の
も
の
存
知
候
様
相
判
尋
之
一
、
様
子
可
ν
被
v
承
之
事
、

一
何
に
よ
ら
す
、
近
年
連
上
に
成
、
民
所
々
諸
色
高
直
ニ
て
迷
惑
仕

儀
有
v
之
哉
、
可
v
被
v
承
之
事
、

一
公
儀
御
仕
置
と
替
た
る
事
有
ν
之
哉
、
可
v
被
ν
承
之
事
、

一
買
置
い
た
し
、
し
め
売
仕
侯
も
の
有
v
之
哉
、
可
v
被
v
承
之
事
、

一
金
銀
米
銭
相
場
可
v
被
v
承
之
事
、

一
公
事
訴
訟
目
安
一
切
被
一
一
請
取
一
間
敷
事
、

一
高
札
之
写
不
ニ
斗
出
置
之
一
所
は
、
向
後
立
引
白
之
一
、
文
字
不
レ
見
節

は
、
又
改
可
v
立
己
一
閃
之
一
旨
、
家
数
多
所
々
ニ
て
可
v
被
ニ
申
渡
一
事
、

と
あ
り
、
そ
の
派
遣
で
諸
国
巡
見
使
が
視
察
す
べ
き
要
点
を
八
ケ
条
記
し
て

あ
る
。つ

ま
り
、
こ
れ
ら
視
察
要
点
を
記
し
た
「
覚
」
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

五
九
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法
政
史
学

先
二
十
四
号

寛
文
七
年
の
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
の
目
的
は
、
①
天
領

・
私
領
の
仕
置
の
山内

悪
。
②
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
仕
医
の
様
子
な
ら
び
に
盗
賊
等
の
仕
杭
の
様

子
。
③
運
上

・
物
価
高
で
の
迷
叫
んの
有
無
。
④
幕
府
の
仕
ほ
と
各
落
の
仕
院

と
相
違
す
る
点
が
あ
る
か
の
有
無
。
⑤
町
長
抗
・
占
売
の
有
無
。
⑥
金
銀
米
銭

の
相
場
。
⑦
高
札
の
写
し
を
確
実
に
抱
一
市
す
る
事
な
ど
七
ケ
条
の
調
査

・
監

督
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
寛
文
七
年
の
諮
問
巡
見
使
の
中
で
、
江
戸
よ
り
大
坂
に
．
主
る
出
の

浦
々
巡
見
を
し
た
使
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
視
一
長引
裂
点
を
次
の
よ
う
に
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。（口

）

九九

（
省
略
・
・
・
前
掲
史
料
第
七
条
目
と
同
文
）

諸
浦
仕
紅
之
善
悪
井
困
第
郷
村
於
ν

有
レ
之
は
、
子
細
可
v

被
ν

承
之

事
、

浦
方
舟
役
運
上
役
等
之
儀
、
可
ν
被
v
永
之
事
、

（
省
略
：
・前
掲
史
料
第
二
条
目
と
同
文
）

浦
々
淡
々
に
お
ゐ
て
、
此
案
文
之
通
、
重
て
高
札
刊
v
被
v
立
之
問
、

堅
可
ニ
相
守
一
之
旨
、
御
料
私
似
共
に
hk．b
、
五
人
組
、
船
主
舟
山
等

に一川
ν
被一一
巾
付
一
事
、

浦
々
舟
数
水
主
数
司
v
被
v
承
之
一
卒
、

其
所
よ
り
江
戸

・
大
坂
え
之
舟
色
、
可
ν
被
v
↓広之十午
、

（
省
略
・・
・
前
拍
史
料
第
五
条
目
と
同
文
）

法
州
御
前
附
之
山
と
、
一旦
州
小
泊
之
浦
の
山
と
、

可
v
然
供
品
、
可
ν
仔
一一見
分
一
事
、

（
行
時
前
日
山
史
料
節
目
条
引
と
利
文
ノ｝

レレ
E
M
1
芹
川
一KL
円
川
，
V
己
負

止
F
－P
M
Y－H
，右
マ
一

。

浦
々
淡
に
お
ゐ
て
、
弥捕川
突
惣
て
賂
之
諸
勝
負
不
v
可
v
仕
、
井
遊
女

一
切
拘
抗
間
敷
旨
、
山
口
出
、
五
人
組
、
舟
山
等
に
時
十
一中
叫
付
之
一、

手
形
い
た
さ
せ
可
ν
被
v
申
事
、

つ
ま
り
、
調
査
・
監
視
の
対
象
は
、
①
浦
の
仕
山
の
善
思
と
困
窮
の
総

子
。
②
浦
方
舟
役
・
運
上
役
に
つ
い
て
。
③
高
札
遵
守
。
④
浦
々
の
船
数
・

水
主
数
。
⑤
そ
の
場
所
か
ら
江
戸

・
大
坂
へ
の
舟
賃
。
⑥
述
州
御
前
崎
の
山

と
五
州
小
浦
の
湊
の
山
に
灯
明
を
立
て
る
べ
き
か
と
い
う
事
。
⑦
浦
、
湊
で

の
博
笑
お
よ
び
遊
女
を
拘
え
院
か
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
時
の
浦
々

巡
見
の
派
遣
目
的
が
、
こ
れ
ら
の
調
査

・
監
視
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。と

こ
ろ
で
、
寛
文
七
年
の
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
の
場
合
、
そ
の
派
遣
の
時

期
は
、
ち
ょ
う
ど
寛
文
年
代
と
い
う
江
戸
幕
府
権
力
の
確
立
期
に
あ
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
幕
府
が
そ
の
権
力
を
集
中
し
大
名
支
配
体
制
の
確
立
を
目
ざ

す
時
別
で
あ
り
、
大
名
の
統
制
を
強
力
に
推
し
進
め
て
い
た
時
期
に
あ
た

っ

て
い
る
。
そ
の
為
、
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
目
的
の
第
一
は
、
当
然
、
右
の
幕

府
か
ら
諸
国
巡
見
使
に
出
さ
れ
た
「
党
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
名
治

政
の
一
般
的
検
査
と
い
う
事
が
主
な
目
的
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
大
名
治
政

の
嗣
査

・
監
視
と
共
に
、
寛
文
七
年
の
派
遣
時
に
は
、
全
国
の
金

・
銀

・
米

・
鈴
の
相
場
に
つ
い
て
諸
国
巡
見
使
に
淵
在
－
さ
せ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ

る。
つ
ま
り
、
諸
国
巡
見
使
の
目
的
に
こ
の
調
査
事
項
を
入
れ
全
国
各
地
の
市

場

・
相
場
調
査
を
行
な
ご
た
¢
は
、
明
ら
か
に
れ
や
川
市
山
に
わ
一
て
全
国
の
物

Hosei University Repository



価
の
総
体
を
把
山
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
物
価
騰
貴
へ
の
対
策
を
た
て
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
時
の
派
遣
目
的
が
大
名
治
政
の
調
査
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
江
戸
川
沿
府
の
物
価
対
策
を
た
て
る
た
め
の
全
国
的
な
調

査
を
も
含
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
。
さ
ら
に
、
全
国
の
買
出
・
占

売
の
有
無
調
査
な
ど
諸
国
巡
見
使
の
目
的
は
、
江
戸
事
的
の
経
済
政
策
の
上

に
も
重
要
な
関
係
を
持
つ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

又
、
浦
々
に
巡
見
使
を
派
遣
し
、
舟
数

・
水
主
の
数
お
よ
び
江
戸
・
大
坂

へ
の
舟
賃
の
調
査
、
さ
ら
に
は
灯
明
を
立
て
る
場
所
の
枚
分
な
ど
は
、
こ
の

時
期
に
活
発
に
な
っ
て
く
る
江
戸
・
大
坂
間
の
海
運
航
路
の
施
設
の
整
備
や

（
凶
）

強
化
の
た
め
に
と
ら
れ
た
幕
府
の
実
態
調
査
と
忠
わ
れ
、
こ
ん
な
点
に
も
そ

の
派
遣
の
目
的
が
あ

っ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

次
に
、
こ
の
寛
文
七
年
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
結
果
に
つ
い
て
見
て
行
く

こ
と
に
す
る
。
寛
文
七
年
に
派
遣
さ
れ
た
諸
国
巡
見
使
の
目
的
は
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
主
に
江
戸
幕
府
権
力
が
確
立
す
る
上
で
の
大
名
支
配
体
制

の
強
化
で
あ
り
、
そ
の
派
遣
の
結
果
は
、
次
の
大
名
改
易
事
件
に
見
る
こ
と

が
出
来
る
。

す
な
わ
ち
、
究
文
入

C
六
六
八
）
年
二
月
二
十
七
日
に
、
肥
後
島
原
の

高
力
隆
長
が
所
領
三
万
七

0
0
0石
を
改
易
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
そ
れ
は

「徳
川
実
紀
』
に
よ
る
と
、
高
力
降
長
が
、

「
明
暦
二
年
二
月
八
日
家
つ
ぎ
し
よ
り
者
停
に
つ
の
り
。
領
地
の
政
事
あ

し
く
。

非
理
の
課
役
を
か
け
。
山
氏
を
く
る
し
む
る
の
み
な
ら
ず
。
家
土

等
虐
使
に
堪
ず
。
さ
き
に
鎮
西
の
国
々
巡
視
の
御
使
っ
か
は
必
れ
し
時
＠

、、，
，

領
民
共
降
長
が
民
政
に
く
る
し
む
よ
し
訴
ふ
る
者
少
か
ら
ず
。
」

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
前
年

（究
文
七
年
）
に
派
述
さ
れ
た
諸
国
巡
凡
使

諸
国
巡
見
使
制
度
に
つ

い
て
F

応
叫
，
L

一
行
が
、
高
力
降
長
の
領
氏
か
ら
受
け
と

っ
た
訴
状
を
幕
府
に
報
告
し
た
結

果
、
こ
の
高
力
隆
長
が
改
易
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
寛
文
七
年
諸
国
巡
比
使
派
遣
の
結
果
は
、
私
の
調
べ
た
か
ぎ

り
で
は
、
こ
れ
一
つ
し
か
見
当
ら
な
か

っ
た
が
、
高
力
隆
長
の
改
易
事
件
は

江
戸
幕
府
の
大
名
支
配
体
制
限
立
の
上
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
事
は
、
高
力
降
長
が
改
易
さ
れ
た
翌
日
に
、
将
軍
家

制
が
諸
大
名
を
集
め
て
、

「
こ
た
び
高
力
左
近
大
夫
降
長
。
領
凶
の
民
を
く
る
し
む
る
つ
み
。
も
っ

と
も
か
ろ
か
ら
ず
。
よ
て
国
除
か
る
。
降
長
が
外
に
も
猶
政
問
よ
ろ
し
か

ら
ぬ
聞
え
な
き
に
あ
ら
ず
。
各
前
幣
を
改
め
。
維
新
の
政
を
行
ふ
べ
き
む

（
却
）

ね。」

を
命
じ
、
幕
府
が
高
力
降
長
の
改
易
を
例
に
と

っ
て
、
諸
大
名
の
領
国
支
配

を
牽
制
し
、
江
戸
幕
府
の
大
名
統
制
政
策
の
効
果
を
期
そ
う
と
し
て
い
る
点

に
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

す
な
わ
ち
、
寛
文
八
年
二
月
二
十
七
日
の
高
力
隆
長
改
易
事
件
は
、
以
上

述
、
へ
た
と
こ
ろ
の
江
戸
幕
府
の
大
名
統
制
政
策
遂
行
の
上
で
重
要
な
役
割
を

演
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
又
、
そ
れ
ら
の
点
か
ら
し
て
寛
文
七
年
の
諸
国
巡

見
使
派
遣
の
結
果
は
、
非
常
に
大
き
な
怠
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

出
来
る
。

＼
｝
ノ二

天
和
元
年
の
派
遣

／
f
k

、

で
は
次
に
、
天
和
元
（
一
六
八
一
〉
年
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
目
的
と
紡
果

に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
述
べ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
和
元
年
の
市
川
凶
巡
見
使
派
遣
の
目
的
が
如
何
な
る
も
の
で

/'¥ 
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法
一
政
光
尚
子

第
二
十
四
号

あ
っ

た
か
は
公
反
さ
れ
る－
7
こ
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
し
か
し、

一大
和
元
年
派
迫
の
清
国
巡
見
使
の
観
一
広川町
正
点
に
つ
い
て

は
、
奥
羽
述
肝
南
部
家
の
「
国
体
宍
陰
成
る
か
、
点
陽
成
る
か
。
」
に
始
ま

る
史
料
に
よ
る
と
、

①

国
主
賢
忠
之一事

②
諸
役
人
邪
正
之
事

③
土
風
善
悪
之
事

④

農
民
見
切
之
事

⑤
工
商
見
切
之
事

⑥
城
地
海
岸
遠
近
之
事

⑦

海
防
手
当
之
事

（
幻
）

の
以
上
七
点
が
、
そ
の
調
査
対
象
で
あ

っ
た
と
芯
さ
れ
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
調
査
対
象
か
ら
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
天
和
元

年
の
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
目
的
は
、
や
は
り
前
回
の
派
遣
と
同
様
、
大
名
治

政
お
よ
び
軍
備
の
調
査
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
目
的
を
持
っ
た
諸
国
巡
見
使
が
各
地
に
派
遣
さ
れ
た

結
果
、
奥
州
庄
内
濯
の
郡
代

・
高
力
忠
兵
衛
は
同
年
（
天
和
元
年
〉
五
月
十

八
日
、
そ
の
悪
政
を
彼
の
領
民
半
兵
衛
か
ら
当
地
に
来
た
諸
国
巡
見
使
に
訴

（泣）

え
ら
れ
、
同
年
九
月
庄
内
溶
か
ら
処
罰
を
蒙
っ
て
い
る
。

又
、
『
徳
川
実
紀
』
の
天
和
元
年
六
月
二
十
日
の
条
に
は
「
越
後
騒
動
」
の

由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、

「
こ
た
び
つ
か
は
さ
れ
し
巡
察
使
に
。

住
ハ
所
領
の
民
訴
状
を
さ
e
A
げ。

美

（幻）

作
が
山
町
民
政
を
な
げ
く
こ
と
も
度
々
な
り
。
」

と
記
さ
れ
て
い
て
、
両
国
藩
の
領
民
が
濯
の
政
治
が
悪
い
の
で
、
諸
国
巡
見

ー－＇－
／＼ 

使
に
訴
状
を
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
、
高
田
藩
で
は

家
老

・
小
栗
美
作
が
そ
の
政
策
を
担
当
し
て
い
た
が
、
そ
の
政
治
に
対
し
領

民
が
不
満
を
示
し
、

小
栗
美
作
の
忠
政
を
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
派
遣
さ
れ
た

（

M
） 

諸
国
巡
見
使
に
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
諸
国
巡
見
使
の
報
告
に
よ

っ

て
、
将
軍
制
古
は
親
裁
を
下
し
て
藩
主
松
平
光
長
を
改
易
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
天
和
元
年
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
結
果
、
天
和
二

三

六
八
二
）

年
二
月
二
十
二
日
に
は
、

「
本
多
出
雲
守
政
利
。
本
多
越
前
守
利
長
。
常
に
領
内
の
治
め
方
よ
か
ら

（お）

ず
。
其
上
こ
た
び
巡
見
使
派
遣
は
さ
れ
し
時
。
ひ
が
事
あ
り
し
」

と
い
う
事
で
、
本
多
政
利
は
播
州
明
石
六
万
石
を
、
本
多
利
長
は
遠
州
横
須

（部
）

賀
五
万
石
を
、
各
々
収
公
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

尚
、
以
上
述
べ
て
き
た
の
は
、
主
に
諸
国
巡
見
使
が
全
国
に
派
遣
さ
れ
た

結
果
、
諸
大
名
が
改
易
或
は
減
封
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
他
派
遣
の
結
果
と
し
て
天
和
元
年
派
遣
の
諸
国
巡
見
使
か
ら
、

「
駿
州
富
士
郡
今
泉
村
の
農
民
五
郎
右
衛
門
と
云
る
も
の
。
父
母
に
孝
を

尽
し
。
姉
弟
に
陸
じ
く
。
そ
の
う
へ
年
の
み
の
り
あ
し
き
時
に
は
。
己
が

（
幻
）

悩
蓄
を
散
じ
て
。
近
郷
の
者
の
飢
餓
を
賑
救
す
る
」

旨
の
報
告
を
将
軍
綱
吉
が
受
け
、
大
変
感
心
し
て
天
和
二
年
三
月
十
二
日

に
、
そ
の
篤
行
を
し
た
五
郎
右
衛
門
の
所
持
し
て

い
る
田
地
九
十
石
の
賦
税

（
却
）

・
径
役
を
免
除
す
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
。

以
上
、

天
和
元
年
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
目
的
と
結
果
に
つ
い
て
見
て
き

た
が
、
こ
れ
ら
の
派
遣
に
よ
っ
て
諸
大
名
を
改
易
・
減
封
し
、
又
、
篤
行
を

し
た
者
を
賞
し
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
が
、
所
謂
綱
吉

に
よ
る
「
天
和
の

治
」
の
初
政
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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つ
ま
り
、「
天
和
の
治
」
の
特
色
は
、
将
軍
椛
刀
を
ル
帰
化
し
独
裁
一
山
叩
川
休

川
を
限
立
せ
ん
と
の
川
J
の

F

以
治
万
計
に
北
川
づ
き
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

（

却

〕

（

初

）

り
、
「
貸
出
似
明
」
政
策
に
よ
ゥ
て
、
ぷ
代
門
問
問
を
圧
迫
し
、
将
軍
の
権
成

を
著
し
く
山
ゐ
う
と
比
二
、

A
U、
支
配
桜
楕
の
末
端
の
代
官
を
剥
正
し
財

政
収
入
を
増
大
さ
せ
、
出
氏
支
配
の
悩
化
を
は
か
る
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
あ

（
幻
）

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
さ
ら
に
文
治
的
政
治
の
進
展
の
た
め
、
儒
教
的
な

（
辺
）

民
衆
制
・
生
活
理
念
に
根
ざ
す
政
策
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
為
、
天
和
元
年
派
泣
の
立
国
巡
見
使
は
、
そ
れ
ら
の
政
治
方
針
に
そ

っ
て
巡
見
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
先
に
述
べ
た
派
遣
の
諸
々
の
結
果
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
天
和
元
年
派

遣
の
諸
国
巡
見
使
は
全
国
各
地
の
大
名
領
の
治
政
を
査
察
し
そ
の
政
治
の
苦

悪
を
正
し
、
そ
の

「
天
和
の
治
」
の
政
策
を
忠
実
に
一
版
行
し
て
い
た
も
の
と

解
せ
ら
れ
、
そ
の
派
遣
に
よ
る
目
的
を
十
分
に
果
し
て

い
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

＼

1
Jノ三

宝
永
七
年
の
派
遣

／
f

、＼
宝
永
七
年
の
諸
国
巡
昆
使
の
目
的
は
、
そ
れ
ら
諸
国
巡
見
使
た
ち
の
帰
任

後
に
、
将
軍
家
宣
が
彼
ら
諸
国
巡
見
使
の
報
告
と
し
て
「
国
郡
の
治
否
こ
と

（お）

人
＼
く
聞
」

い
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
や
は
り
大
名
領
の

治
政
調
査
・
監
視
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
讃
岐
国
小
豆
島
の
高
松
藩
頂
所
の
池
田
村
で
は
、
そ
の
時

（
宝
永
七
年
）
の
派
遣
で
使
番
・
宮
崎
七
郎
右
衛
門
な
ど
三
人
の
使
者
を
迎

え
た
が
、
当
時
、
村
が

「
元
禄
二
年
ヨ
リ
新
御
検
地
被
v
為一一
仰
付
一
御
取
増
、
殊
人
数
多
罷
成
候

（
働
カ
）

今
日
暮
兼
雑
義
仕
、
水
主
一
一
も
可
ν
被
v
成
者
大
阪
川
動
、

伊
勢

・
尾
張
猟

諸
国
巡
見
使
制
度
に
つ
い
て
（
馬
場
）

働
、
九
州
材
木
山
、
武
家
方
・
町

H
奉
公
仕
、
仰
年
目
等
州
々
上
納
牝

候
、
山
ニ
店
供
者
老
人
女
子
共
一
一

て
御
陀
候
得
、
ハ
、
今
日
之
作
も
科
不
v

（M
品
）

仕
、
難
義
至
版
」

と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
宝
永
七
年
七
月
十
九
日
池
田
村
の
与
次
左
衛

門
・
彦
兵
衛
が
同
村
を
代
表
し
て
、
六
ケ
条
か
ら
な
る
訴
状
を
、
そ
の
時
の

諸
国
巡
見
使
一
行
に
提
出
し
新
税
の
苛
政
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
諸
国
巡
見
使
は
こ
の
訴
状
を
受
け
取
り
、
池
田
村
の
者
に
安
心
し

て
待
っ
て
い
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
訴
え
は
、
後
年
正
徳
二

（
一
七
ご
一
〉
年
三
月
に
こ
の
訴
状
の
提
出
に
関
連
し
た
者
を
讃
岐
国
か
ら

追
放
す
る
と
い
う
結
果
に
終
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
池
田
村
住
民
の
声
は

法
府
に
は
聞
き
届
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
は
、
同
年
（
宝
永
七
年
）
七
月
長
州
長
府
藩
に
派
遣
さ
れ

た
諸
国
巡
見
使
の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
府
藩
の
場

合
も
藩
家
老
の
領
地
の
百
姓
が
訴
状
を
諸
国
巡
見
使
に
差
し
出
し
た
が
、
そ

の
訴
え
は
幕
府
に
聞
き
届
け
ら
れ
ず
に
、
却
っ
て
訴
状
提
出
者
が
入
牢
さ
せ

（お）

ら
れ
る
と
い
う
結
果
に
終
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
宝
永
七
年
派
遣
の
諸
国
巡
見
使
の
帰
任
後

の
報
告
を
聞
い
て
、
幕
府
が
諸
国
の
代
官
・
大
名
に
対
し
て
指
示
し
た
「
触

室田
」
に
、

「
御
料
私
領
の
間
其
善
政
特
に
著
れ
間
ゆ
る
所
な
く
、
大
抵
風
俗
衰
へ
、

政
事
煩
し
く
、
四
民
一
つ
に
困
窮
ニ
お
よ
ふ
由
被
－
一
間
召
－
、
御
憂
慮
尤

浅
か
ら
さ
る
所
也
、
難
v
然
御
代
始
の
日
猶
近
く
、
且
は
、
思
召
御
旨

（
お
）

有
v
之
に
よ
り
て
、
い
ま
た
御
札
問
の
事
あ
ら
す
、
」

と
あ
る
方
針
に
そ
っ
て
と
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

--L-／、
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史
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第
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四
号

り
、
家
宣
が
そ
の
将
軍
職
に
就
任
し
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
か
ら
、
天
領
・

私
領
で
善
政
が
行
な
わ
れ
て
い
な
く
て
も
別
に
答
め
る
事
は
し
な
い
と
い
う

幕
府
の
方
針
に
従
っ
て
と
ら
れ
た
措
置
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

尚
、
こ
の
宝
永
期
か
ら
次
の
正
徳
期
に
か
け
て
は
、
幕
府
に
あ
っ
て
は
間

部
詮
房
・
新
井
白
石
に
よ
る
儒
教
の
仁
政
に
立
脚
す
る
文
治
主
義
的
な
政
治

が
行
な
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
当
然
大
名
統
制
の
上
に
も
そ
の
傾
向
が

（幻）

現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
為
、
宝
永
七
年
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
場
合
は
、
そ
れ
以
前
の
天
和

元
年
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
の
場
合
の
処
置
よ
り
も
、
大
名
統
制
の
上
に
そ
の

温
情
的
な
政
策
が
と
ら
れ
、
以
上
の
よ
う
な
領
主
の
悪
政
に
対
し
て
も
、
直

ち
に
改
易
を
断
行
す
る
よ
う
な
方
策
が
幕
府
に
よ
っ
て
と
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
宝
永
七
年
の
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
の
場
合
は
、
大
名
を
改

易
す
る
よ
う
な
事
が
な
か
っ
た
た
め
、
一
応
そ
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
は
幕
府

政
治
の
中
で
十
分
な
る
効
果
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
全
国
の
天
領
に
つ
い
て
、

「
其
善
政
特
に
著
れ
聞
ゆ
る
所
な
く
、
大
抵
風
俗
衰
へ
政
事
煩
し
く
、
四

民
一
つ
に
困
窮
一
一
お
よ
ふ
」

と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
に
よ

っ
て
把
握
し
得
た
と
す
れ

ば
、
以
後
の
幕
政
展
開
の
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
彼
ら
諸
国
巡
見
使
の
視
察
報
告
に
よ
っ
て
全
国
各
地
の
治
政

の
様
子
を
知

っ
た
事
は
、
幕
府
が
、
以
後
の
大
名
支
配
と
農
民
支
配
と
の
政

策
を
推
進
さ
せ
て
行
く
上
で
の
重
要
な
手
が
か
り
を
利
た
も
の
と
考
え
ら
れ

六
回

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
れ
ば
宝
永
七
年
の
諸
国
巡
見
使
派
遣

も
、
や
は
り
前
回
派
遣
の
場
合
と
同
様
、
幕
府
政
治
の
中
で
十
分
な
成
果
を

上
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

制
度
の
終
鷲

江
戸
幕
府
の
諸
国
巡
見
使
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
寛
文
七
（
一
六
六

七
）
年
の
派
遣
時
に
制
度
と
し
て
確
立
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
後
、
天
保
九
（
一
入
三
入
）
年
、
十
二
代
将
軍
家
慶
の
時
の
派
遣
を
最
後

に
そ
の
派
遣
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
五
代
将
軍
綱
吉

以
後
、
将
軍
職
就
任
と
時
を
前
後
し
て
か
な
ら
ず
派
遣
さ
れ
て
い
た
諸
国
巡

見
使
は
、
十
三
代
家
定
・
十
四
代
家
茂

・
十
五
代
慶
喜
の
代
に
は
、
そ
の
派

遣
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
次
に
そ
れ
ら
の
代
に
派
遣
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

十
三
代
家
定
の
代
に
派
遣
さ
れ
な
か

っ
た
理
由
は
、
家
定
が
将
軍
職
に
就

任
し
た
翌
年
の
安
政
元
（
一
八
五
凹
）
年
十
二
月
十
八
日
付
で
、
幕
府
よ
り

出
さ
れ
た
「
御
堂
日
付
」
に
よ
る
と
、

「
当
時
海
岸
御
備
御
手
当
向
、
片
時
も
難
v
被ニ
差
延
－
候
時
節
、
諸
家
一
一

於
て
も
防
禦
手
向
専
務
之
折
柄
、
入
費
も
不
ν
少
：
・
（
中
略
）
：
・
然
ル
処

諸
国
巡
見
、
御
先
例
之
通
近
々
被
一
一
差
遣
一
候
而
ハ
、
諸
家
一
般
莫
太
之
失

費
も
弥
相
増
・
：
（
中
略
〉

：
諸
国
地
震
或
ハ
津
浪
等

ニ
而
居
城
其
外
住
居

（
マ
マ
）

向
井
在
町
等
迄
及
ニ
大
破
一
候
向
も
不
v
少
哉
一
一
相
問
、
是
又
莫
太
之
失
費

ニ
一
問
、
銘
々
可
ν
為
一
註
儀
一
と
被
一
一
思
召
一
候
ニ
付
、
諸
国
巡
見
之
儀
ハ
、

来
ル
巳
年
迄
も
御
錨
予
被
v
遊」

と
い
う
も
の
で
あ

り
た
え
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つ
ま
り
、
こ
の
「
御
室
日
付
」
に
よ
る
と
、
そ
の
時
派
遣
を
存
府
が
行
わ
な

か
っ
た
理
由
は
、
当
時
海
防
や
災
害
で
財
政
出
費
が
多
い
諸
大
名
に
、
諸
国

巡
見
使
の
一
派
遣
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
相
当
の
経
済
的
負
担
を
か
け
る
こ
と
と

忠
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
事
府
は
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
を
安
政

（
ぬ
）

凹
（
一
八
五
七
）
年
ま
で
延
期
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
家
定
の
次
に
将
軍
職
に
就
い
た
十
四
代
家
茂
の
時
に
至
っ
て

も
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
十
二
月
八
日
付
で
非
府
よ
り
安
政
元
年
と
同

旨
の
「
御
書
付
」
が
出
さ
れ
、
や
は
り
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
は
文
久
二
（
一

（
川
叫
）

八
六
二
）
年
ま
で
五
ヶ
年
間
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
ヮ
た
。

だ
が
、
や
が
て
幕
府
は
そ
の
派
遣
延
期
期
限
が
き
れ
る
文
久
二
年
十
一
月

二
十
九
日
（
将
軍
は
同
じ
く
家
茂
）
に
至
っ
て
、

「
御
代
替
に
付
、
来
亥
年
よ
り
諸
国
巡
見
之
儀
可
ν
被
一
一
仰
出
一
候
処
、
此

程
厚
御
趣
意
を
以
参
勤
之
期
限
猶
予
被
一
歳
下
一
候
折
柄
に
付
、
差
定
り
候

（

H
M
） 

巡
元
之
儀
は
御
指
止
相
成
候
：
：
・
：
・
」

と
い
う
「
触
」
を
諸
大
名
な
ど
に
出
し
て
、
将
軍
代
替
り
で
の
諸
国
巡
見
使

の
派
遣
を
初
め
て
中
止
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
十
五
代
慶
喜
の
代
に
至
る
と
、
伎
が
将
軍
職
に
就
任
し
た
翌
年

の
慶
応
三
（
一
入
六
七
）
年
九
月
二
十
一
日
に
、
や
は
り
諸
国
巡
見
使
派
遣

に
つ
い
て
の
「
触
」
が
発
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
御
先
格
之
通
可
v
被
一
一
差
遣
一
処
、
当
今
諸
家
之
疲
弊
を
も
被
ν
為
＼
駄
候

（
必
）

折
柄
御
趣
意
有
ν
之
、
御
代
替
に
付
而
之
巡
見
は
不
ν
被
一
一
差
遣
一
候
、
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
至
っ
て
、
つ
い
に
幕
府
は

従
来
の
将
軍
代
替
り
に
つ
い
て
の
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
を
停
止
す
る
と
い
う

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

諸
国
巡
見
使
制
度
に
つ
し
て
（
馬
桜
）

す
な
わ
ち
、
以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
十
三
代
家
定
、
十
四
代
家
茂
の
代

に
は
、
将
軍
代
替
り
に
於
て
諸
国
巡
孔
使
を
派
遣
す
る
意
志
は
十
分
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
諸
大
名
の
災
害
な
ど
に
よ
る
経
済
的
疲
弊
お
よ
び
諸
国
巡
見

使
送
迎
に
伴
う
出
費
を
非
府
が
考
慮
し
た
た
め
に
、
延
期
に
つ
ぐ
延
期
を
繰

返
し
、
つ
い
に
そ
の
派
遣
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
時
に
政
治
的
に
は
国
の
内
外
が
益
々
多
事
と
な
る
時
期
を
迎

え
て
い
た
為
、
そ
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
は
い
よ
い
よ
困
難
と
な
り
、
つ
い
に

皮
喜
の
時
に
至
っ
て
、
そ
の
派
遣
は
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
従
来
将
軍
代
替
り
に
伴
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
諸
国
巡
見
使
派

追
の
方
針
は
、
つ
い
に
こ
の
時
に
至
っ
て
放
実
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
江

戸
幕
府
の
諸
国
巡
見
使
の
制
度
は
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
つ
い
に
そ
の

終
り
を
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
諸
国
巡
見
使
の
制
度
と
し
て
の
確
立
、
そ
の
初
期
に
於
け
る
派
遣

目
的
・
結
果
、
及
び
そ
の
制
度
の
終
誌
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
来
た
の
で

あ
る
が
、
初
期
に
あ
っ
て
は
諸
国
巡
見
使
派
遣
と
実
際
の
幕
府
政
治
と
の
関

連
が
非
常
に
緊
訟
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
期
間
！
幕
藩
体
制
確
立
期
1

に
あ
っ
て
は
、
幕
府
の
政
策

が
全
国
の
大
名
治
政
を
査
察
し
大
名
統
制
政
策
を
強
力
に
推
進
さ
せ
る
こ
と

に
あ
っ
た
為
に
、
前
述
し
た
寛
文
七
年
、
天
和
元
年
、
宝
、
水
七
年
い
ず
れ
の

諸
国
巡
見
使
の
派
遣
の
場
合
も
、
そ
の
派
遣
の
目
的
は
大
名
治
政
及
び
軍
事

の
詞
査
・
監
叔
間
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
寛
文
七
年
の
場
合
は
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
以
上
の
外

六
五
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法
政
史
学

第
二
十
四
号

に
江
戸
詐
府
に
よ
る
諸
政
策
（
経
済
政
策
・
述
愉
政
策
）
な
ど
を
立
案
す
る

上
で
の
全
国
調
査
と
い
う
こ
と
も
派
遣
目
的
の
中
に
合
ま
れ
て
お
り
、
務
府

政
治
と
の
関
述
は
特
に
山
政
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他、

綱
占
の

「天

和
の
治
」
の
「
行

1
前
川
」
政
策
と
天
和
一
五
年
の
諸
国
巡
見
使
派
遣
と
の
関

係
、
「
正
徳
政
治
」
の
儒
教
的
浬
想
主
義
政
治
と
宝
永
七
年
の
諸
国
巡
見
使

派
遣
と
の
関
係
な
ど
は
、
特
に
そ
の
派
冶
の
結
果
、
か
ら
凡
て
も
幕
府
の
政
策

が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
現
立
〈
の
詐
府
政
治
と
の
関
連
は
非
常

に
密
な
る
も
の
が
あ

っ
た
と
推
せ
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
初
期
に
於
て
は
、
諸
国
巡
見
使
は

幕
府
の
政
策

・
方
針
に
そ
っ
て
一
派
泣
さ
れ
、
そ
の
派
遣
の
結
果
は
、
よ
く
幕

府
政
治
の
上
に
反
映
し
て
い
て
、
そ
の
為
、
大
名
領
に
於
て
は
そ
の
査
察
の

結
果
が
改
易
・
減
封
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
初
期
に
於
け
る
諸
国
巡
見

使
派
遣
が
果
し
た
役
割
は
、
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
諸
嗣
巡
見
使
派
冶
は
、
確
立
川
の
江
戸
幕
府
政
治
を
維
持
・
発
展

さ
せ
て
行
く
上
で
実
質
的
に
大
き
な
伐
剖
を
果
し
て
お
り
、
そ
こ
に
諸
国
巡

見
使
派
遣
の
怠
義
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註ハ
1
）
管
見
に
よ
れ
ば
、
御
料
巡
見
使
は
寛
文
年
間
ま
で
は
派
遣
さ
れ
る

者
の
役
以
は
使
番
・
清
一
日
aH番
・
代
官
・
目
付
な
ど
と
一
定
せ
ず
、
派

遣
地
も
主
に
関
京

・
滋
内
の
一大一
旬
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
元
禄
年
間

以
降
に
な
る
と
派
遣
さ
れ
る
訂
は
御
勘
定

・
支
配
勘
定

・
御
徒
目
付

の
各
役
職
に
隠
す
る
者
と
一
定
し
、
派
遣
地
も
全
国
の
天
領
が
そ
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、
私
の
調
べ
た
か
ぎ
り
で
は
江
戸
時
代
二

六
O
余
年
の
聞
に
二
十
一
回
の
派
遣
が
あ
っ
た
。

4

、」、－
j

J
／ 

（
2
）
松
野
耕
防
「
江
戸
時
代
の
巡
検
使
史
料
（
上
）
（
下
）
｜
飯
山
藩
に
於

け
る
実
例
｜
」
（
『
信
浪
』
第
四
巻
一

O
号
、
一
一

日ザ）
、
北
村
清
土

「
巡
見
使
の
凶
藩
査
察
に
つ
き
て
」
（
『
大
分
県
地
方
史
』
第
一
七

i

二
O
合
併
号
）
、
板
沢
武
雄
「
諸
国
巡
見
使
と
そ
の
実
際
」
（
『
日
本

歴
史
』
第
一
六
三
ロ
ヴ
）
、
平
沢
清
人
「
私
領
の
村
々
へ
の
幕
府
の
巡

見
」
（
『
信
濃
』
第
一
七
巻
三
号
）
、
井
上
金
次
郎
「
資
料
よ
り
見
た

る
田
辺
藩
巡
見
使
と
其
周
辺
（
上
）
（
下
）
｜
延
卒
、
宝
暦
、
天
明
、

天
保
の
時
点
l
」
〈
『
舞
鶴
地
方
史
』
第
八
、
九
号
）

（
3
）

山
崎
真

一
郎
「
江
戸
幕
府
の
巡
見
使
に
つ
い
て
」（
『
滝
川
博
士
還

府
記
念
論
集
』

2
日
本
史
編
〉、

滝
沢
武
雄

「
巡
見
使
の
制
度
に
つ

い
て
」
（
「
史
観
』
第
六
五
、
六
六
、
六
七
合
冊
号
）
、
同
「
巡
見
使

に
つ
い
て
の

一
考
京
i
弘
前
滞
日
記
に
よ
る
研
究
l
」
（
「
早
稲
田
大

学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
七
）
な
ど
が
あ
る
。

（4）

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
二
十
二
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三

十
九
巻
五
人
一
双
）

（
5
）

「
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
巻
三
十
三
（
『
新
日
増
補
国
史
大
糸
』
第
四

十

一

巻

六

O
一
頁
〉

（
6）

寸
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
在
三

（
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
十
二
巻

問
。
三百（）

ハ
7
）

『
文
昭
防
殿
御
実
紀
』
巻
五
（
『
新
品
増
補
国
史
大
系
』
第
四
十
四

を
八
六
民
）

（
8
）
『
有
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
三
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
十
五

来
u

三
三
百
九
）

（
9
〉

「
惇
信
抗
殿
御
実
紀
』
巻
三
（
「
新
訂
増
補
固
定
大
系
一
第
四
十
六

Hosei University Repository



巻
三
七
二
一
旦
）

（
日
）
『
淡
明
院
殿
御
片
品
、
紀
』
半
月
」
一

巻
一
六
頁
）

（
日
）
『
文
恭
院
殿
御
史
紀
』
巻
凹
（

t
l

新
訂
前
補
国
史
大
系
』
第
凹
十
八

巻
六
四
日
）

（
ロ
）
『
，
恒
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
二
会
新
↓
訂
憎
補
国
史
大
系
』
第
四
十
九

れ
な
三
四
九
日
）

（
臼
）
『
御
当
家
令
僚
己
（
『
近
世
法
制
史
料
4

雨
量
日
』
2
一
八
四
日
）

（
日
）
派
遣
者
一
平
均
年
齢
は
『
新
計
寛
政
重
修
諸
家
詰
』
の
記
事
よ
り
計

算
に
よ
っ
て
求
め
た
。
そ
の
他
の
年
時
の
派
遣
者
平
均
年
齢
は
寛
文

七
年
四
十
二
蔵
、
天
和
元
年
間
十
・
八
蔵
、
（
玉
、
木
七
年
四
十
三
・
二

歳
、
一
口
千
保
元
年
四
十
五
・
一
政
、
延
享
三
年
三
十
九
歳
、
宝
暦
十
年

四
十
二
歳
、
天
明
八
年
四
十
三
・
七
歳
と
な
る
。

（
日
）
北
白
川
正
一
見
「
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
四
八
一
一
只

（
vm
）
＝
伺
当
家
令
篠
』
（
「
近
世
法
制
史
料
叢
書
』

2

一
八
五
「
只
）

（
打
）
『
同
右
』
一
八
五
1
1

一
八
六
日

（
日
）
荒
居
英
次
『
十
持
活
制
社
会
の
展
開
過
科
』
三
六
二
一
只

（
凹
）
（
却
）
『
厳
有
院
防
御
尖
紀
』
第
三
十
六
（
『
新
訂
増
補
国
史
大

系
』
第
四
十
二
九
」
七
日
）

（
幻
）
「
御
巡
見
上
り
中
知
一
通
」
（
松
沢
武
雌
豆
削
拘
註
（
2
）
論
文
」

一
一
一
二
百
）

（
沼
）
『
泊
井
町
紀
』
（
『
山
形
県
史
』
巻
二
凹
二
人
i
凹
二
九
口
）

（
お
）
『
常
憲
院
殿
御

L

一
夫
紀
寸
中
学
］
三
（
一
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
十
二

巻
目
一
五
一
日
）

（
工
山
肌
訂
増
補
一
同
忠
大
系
』
第
四
十
七

諸
国
巡
見
使
制
度
に
つ
い
て
（
応
場
）

（
但
〉
一
ニ
上
参
一
次
『
江
戸
時
代
史
』
上
巻
五
九
七
五
九
八
一
只

ハ
お
）
『
常
憲
院
殿
御
実
紀
一
者
五
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
十
二

来
］
間
三
一
七
頁
）

（
お
）
一
総
合
国
史
研
究
要
監
』
の
近
世
大
名
去
に
よ
る
と
本
多
政
利
は

減
封
さ
れ
一
万
石
で
陸
奥
山
行
瀬
へ
、
本
多
利
長
は
減
封
さ
れ
一
万
石

で
出
羽
国
へ
各
々
転
封
さ
れ
て
い
る
。

（
幻
）
『
常
憲
院
殿
御
実
紀
附
録
』
巻
上
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
円

十
三
巻
七
三
三
一
只
〉

ハ
お
）
『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
第
五
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
十
二

巻

四

凹

O
一円ハ）

（
mm
）
膝
野
保
亘
笠
活
体
制
史
の
研
究
』
凹
一
一
一
一
只

（
却
）
藤
野
保
『
同
右
』
四
三
四
一
日

（
況
）
北
白
一
川
正
元
編
『
体
系
日
本
史
叢
書
・
政
治
史
H
』
一
七
四
一
日

（
沼
）
荒
居
英
次
円
前
掲
註
（
日
）
書
』
三
八

O
頁

（
お
）
『
文
昭
院
殿
御
実
紀
」
巻
十
一
（
『
新
訂
哨
補
国
史
大
系
』
第
四
十

凹
巻
一
七
六
百
（
）

（
出
）
「
訴
願
」
（
「
小
豆
郡
誌
』
二
二
五
）

（
お
〉
『
毛
利
十
一
代
史
』
第
十
八
冊
七
六
百

（
お
）
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
一
一
一
一

C
一

（
幻
〉
藤
野
保
『
前
掲
一
日
（
mm
）
書
』
四
川
八
百
一

（
犯
〉
『
徳
川
林
一
ズ
ド
考
』
前
集
第
三
一
一
七

O
問

（
ぬ
）
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
は
安
政
四
年
ま
で
の
延
期
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
問
の
安
政
三
年
に
、
又
、
幕
府
よ
り
同
旨
の
「
御
触
」
（
『
徳
川
祭

ノ、

七
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法
政
史
学

第
二
十
四
号

へい考
』
前
集
第
三

一
七

O
五
〉
が
出
さ
れ
、
そ
の
派
遣
は
、
さ
ら

に
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
ま
で
五
ヶ
年
間
延
期
さ
れ
た
。
だ
が
、

そ
の
後
、
安
政
五
年
十
月
二
十
五
日
将
軍
家
定
が
莞
去
し
た
た
め
に

家
定
の
代
に
は
、
結
局
、
諸
国
巡
見
使
は
一
派
遣
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

（却〉

『
徳
川
林
一叫
ん
ロ
考
』
前
集
第
三
一
七

O
六

（H
U

）

『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
巻
問
一
三
二
八
一
門
ハ

（必）

『同
右
』
巻
四

一
三
二
八
頁

附
記本

稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
御
助
言
・
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
指
導
教

授
岩
生
成
一
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
と
御
教
示
下
さ
っ
た
先
輩
諸
兄
に
深
く
謝
意
を
表
わ
し
ま
す
。

（
一
九
七
一
年
十
二
月
八
日
成
稿
）

－、p＼
－ノ

7ノ

O
八
王
子
千
人
同
心
の
研
究
調
査

十
月
三
十
一
日
（
日
）
、
快
晴
に
忠
ま
れ
、
十
時
一
二
十
分
八
王
子
駅
山
口

集
合
、
三
十
名
の
参
加
者
を
も
二

L

史
小
研
究
山
一
手
五
仰
の
入
王
子
千
人
川
心

に
関
す
る
研
究
制
査
が
行
な
わ
れ
た
。

当
日
、

一
行
は
、
は
じ
め
に
八
王
子
郷
土
内J
料
館
に
赴
い
て
、
案
内
省

・

村
上
直
先
生
よ
り
八
王
子
千
人
同
心
に
つ
い
て
の
札
明
を
問
き
、
続
い
て
同

館
で
行
な
わ
れ
て
い
る
千
人
同
心
展
を
史
学
科
先
荒

・
肝
口
正
久
氏
（
第

一

凶
卒
〉
の
説
明
を
一党
け
な
が
ら
見
学
し
た
。

昼
食
後
、
千
人
同
心
の
唯
一
の
一
人
、
川
町
氏
の
古
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る

故
鈴
木
竜
二
氏
宅
（
八
王
子
市
千
人
町
〉
に
赴
く
が
、
途
中
、
武
田
信
玄
の

四
女
松
姫
が
開
い
た
尼
寺
・
信
松
院
に
立
寄
り
住
職
の
品
明
を
交
け
、
開
基

松
姫
の
墓
や
日
本
最
古
の
木
製
軍
船
模
型
二
隻
（
部
主
宝
）
な
ど
を
も
見
学

し
た
。
信
松
院
見
学
後
、
鈴
木
次
を
訪
れ
た
一
行
辻
同
宋
の
仰
好
意
に
よ
り

二
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
古
文

3
・2
閲
覧
し
た
が
、
そ
の
際
、
付
上
先

生
よ
り
千
人
同
心
関
係
史
料
に
つ
い
て
、
諸
説
や
そ
の
他
こ
ま
が
い
注
意

・

羽
明
が
行
な
わ
れ
た
。
研
究
調
査
は
四
時
ま
で
行
な
わ
れ
、
西
八
王
子
駅
前

で
一
行
は
解
散
し
た
。

今
回
の
研
究
調
査
は
、
史
学
研
究
室
に
と
っ
て
は
初
ゐ
て
の
試
み
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
十
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
ソ
八
、
古
文
書
を
見
な
が

ら
説
明
を
聞
く
尖
地
川
県
は
ほ
、

参
加
仔
一
川
に
と

っ
て
片
山
川
に
有
志
花
な
も

の

で

あ

っ

た

。

で

と

ιパ
－

U
川匂
日
－一）
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